
　由利高原雪まつりが２月19日、南由利原高原青少年旅行村ふれあいロ
ッジとその周辺で開催されました。�
　穏やかな天候に恵まれた当日は、「雪中宝探し大会」や「雪上パン食
い競争」、「人間ばん馬レース」など多彩なゲームやイベントが催され、
市内外から訪れた約400人の家族連れでにぎわいました。�
　ちびっこスノーモービルコーナーでは、無料で試乗できるとあって、
子どもたちに大人気。勢いよく白銀のコースを駆け巡っていました。�
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平成17年度整備  地域イントラネット光ファイバー�
ＣＡＴＶ光ファイバー�
既存加入者系光ファイバー�
ＣＡＴＶ同軸ケーブル�

　
現
在
大
多
数
の
家
庭
で
は
、
直

接
ア
ン
テ
ナ
で
電
波
を
受
信
し
て
、

映
像
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、

現
在
ご
覧
の
一
般
放
送
や
デ
ジ
タ

ル
放
送
、
衛
星
放
送
等
の
電
波
を

い
っ
た
ん
市
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー

で
受
信
し
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー

ブ
ル
な
ど
の
有
線
を
通
じ
て
、
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
か
ら
各
家
庭
ま

で
映
像
を
お
届
け
し
ま
す
。

◇
事
業
許
可

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
工
事
は
、

総
務
省
よ
り
事
業
許
可
を
得
て
、

東
北
電
力
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
Ｊ
Ｒ
等
の

協
力
の
ほ
か
、
自
営
柱
や
支
線
の

設
置
工
事
を
行
い
ま
す
。

◇
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設

　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
映

像
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
、

幹
線
と
な
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ

ル
や
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
を
全
地
域
に

張
り
巡
ら
せ
ま
す
。（
図
①
参
照
）

◇
引
込
線
工
事

　
幹
線
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
加
入
者
宅

へ
は
、
分
岐
す
る
機
器
類
な
ど
の

取
り
付
け
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
加
入
者
宅
の
軒
下
付
近
に
設
置

す
る
保
安
器
ま
で
の
引
き
込
み
工

事
は
、
市
の
事
業
予
算
で
行
い
ま

す
が
、
保
安
器
か
ら
加
入
者
宅
の

テ
レ
ビ
ま
で
の
接
続
工
事
費
用

は
、
加
入
者
の
負
担
と
な
り
ま

す
。（
図
②
参
照
）

　
各
地
域
に
お
い
て
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
概
要
や
加
入
方
法
に
つ

い
て
、
事
前
に
説
明
会
を
開
催
し

た
上
で
、
加
入
申
込
を
受
け
付
け

し
ま
す
。
申
し
込
み
受
け
付
け

後
、
市
で
は
引
き
込
み
工
事
を
行

い
、
各
家
庭
で
は
、
宅
内
配
線
の

接
続
工
事
終
了
と
同
時
に
サ
ー
ビ

ス
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
説
明
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

は
、
工
事
の
進
ち
ょ
く
状
況
に
合

わ
せ
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
由
利
本
荘
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、
旧
大
内
町
の
有
線
放
送
事
業
と
し

て
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
（
岩
谷
町
）
を
放
送
拠
点
に
、
平
成
六
年
か
ら
業

務
を
開
始
し
、地
域
に
密
着
し
た
情
報
の
伝
達
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。新

市
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
事
業
を
全
市
に
拡
大
し
、
地
域
間
の
情
報
格
差

を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
情
報
の
共
有
を
図
り
、
地
域
の
融
合
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

工

事

の

概

要

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
は

加
入
手
続
の
流
れ

図①〈由利本荘市ケーブルテレビ事業計画概要図〉
地域イントラネット事業により整備する光ファイバーの空芯を利用し、各総合支所までケーブルテレビ信号を配信します。

ケーブルテレビ事業では、各総合支所からの伝送路を整備し、各家庭に配信します。

△スタジオ調整室で番組制作中

△私たちが、皆さんの
　ところに伺います
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◇
自
主
放
送
に
よ
る
地
域
情
報
の

　
共
有

　
自
主
制
作
番
組
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
は
、
市
議
会
の
中
継
や
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
、
行
政
か
ら
の
お
知
ら

せ
等
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を

番
組
に
し
て
放
送
し
ま
す
。

◇
文
字
放
送

　
行
政
情
報
や
地
域
情
報
、
求
人

情
報
、
イ
ベ
ン
ト
案
内
な
ど
文
字

に
よ
る
放
送
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
気
象
観
測
所
に

お
け
る
天
気
や
気
象
の
状
況
を
、

二
十
四
時
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◇
電
波
障
害
が
あ
り
ま
せ
ん

　
各
家
庭
で
個
別
に
ア
ン
テ
ナ
を

設
置
す
る
必
要
が
な
く
、
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
セ
ン
タ
ー
と
各
家
庭
を
直
接

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用
し
た

学
習
情
報
の
交
換
や
学
級
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
公
開
等
に
よ
り
、
学
校

間
の
交
流
や
親
睦
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
障
害
者
が
、
よ
り
快
適
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
テ
レ
ビ
電

話
や
健
康
管
理
機
器
を
使
っ
た

サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
業
務

拡
大
に
伴
い
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン

タ
ー
は
、
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

お
よ
び
拡
張
工
事
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
四
月
か
ら
は
、
新
し
く

な
っ
た
放
送
拠
点
施
設
と
し
て
の

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
を
ご
案
内
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
学
校
や
町

内
会
等
の
施
設
見
学
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、
現
在
大

内
地
域
の
加
入
者
の
ほ
か
、
由
利

組
合
総
合
病
院
と
市
役
所
市
民

ホ
ー
ル
で
放
映
し
て
い
ま
す
が
、

四
月
か
ら
は
各
総
合
支
所
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
各
地
域
で
の
工
事
完
了
後
に
、

広
く
皆
さ
ま
か
ら
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
ご
質
問
、
ご
意
見
を

お
伺
い
し
て
お
り
ま
す
の
で
下
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

見学申込・問合せ

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
メ
リ
ッ
ト

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

市ＣＡＴＶセンター
〒018-0711 岩谷町字日渡51-1
�65－3722　FAX65－3723
e-mail:webadmin@ont.ne.jp

URL:http://www.ont.ne.jp/

ケ
ー
ブ
ル
で
接
続
す
る
た
め
、
ア

ン
テ
ナ
設
置
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

用
が
か
か
ら
な
い
ほ
か
、
電
波
障

害
等
に
よ
る
ち
ら
つ
き
が
な
く
な

り
ま
す
。

◇
音
声
告
知
放
送

　
加
入
い
た
だ
く
と
同
時
に
各
家

庭
に
設
置
す
る
「
音
声
告
知
端
末

受
信
機
」に
よ
り
、市
や
消
防
、町

内
会
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
が
直

接
受
信
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
時
等
に
は
緊

急
告
知
放
送
を
行
い
ま
す
の
で
、

防
災
情
報
や
緊
急
情
報
な
ど
を
い

ち
早
く
受
信
で
き
ま
す
。

◇
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
専
門
番
組
の

　
放
送

　
一
般
放
送
と
は
別
に
、
申
し
込

み
に
よ
り
、
数
十
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

映
画
や
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
、

ニ
ュ
ー
ス
専
門
と
い
っ
た
、
好
み

に
応
じ
た
多
彩
な
有
料
番
組
を
受

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
回
線
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
低
料
金
で
常

時
接
続
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
が
楽
し
め
る
ほ
か
、
加
入
者

同
士
で
の
Ｉ
Ｐ
電
話
が
無
料
で
通

話
可
能
と
な
り
ま
す
。（
要
別
途

申
込
）

◇
教
育
の
情
報
化
と
在
宅
支
援

　
サ
ー
ビ
ス

図②〈引込工事概要図〉

△スタジオ内での番組収録の模様
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秋
田
由
利
牛
の
銘
柄
確
立
と
一

大
産
地
化
を
目
指
し
て
、
関
係
機

関
が
一
体
と
な
り
取
り
組
も
う
と

二
月
十
日
、「
秋
田
由
利
牛
振
興

協
議
会
」
の
設
立
総
会
が
市
内
の

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
荘
由
利
地
域
は
、
黒
毛
和
種

子
牛
の
生
産
地
と
し
て
、
年
間
約

二
千
三
百
頭
を
出
荷
す
る
県
内
一

の
産
地
で
、
県
内
外
よ
り
高
い
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

肥
育
牛
に
関
し
て
は
、
生
産
農
家

が
ま
だ
少
な
い
状
況
に
あ
り
、
ま

た
、
食
肉
と
し
て
の
販
売
時
に
銘

柄
が
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

り
、
地
元
で
購
入
で
き
る
店
舗
数

が
少
な
い
な
ど
、
知
名
度
不
足
が

否
め
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
地
域
の
畜
産
業

が
、
全
国
の
産
地
間
競
争
に
打
ち

勝
ち
、
優
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
肉
用
牛

の
主
産
地
と
し
て
の
地
位
を
確
立

す
る
た
め
、
同
協
議
会
は
、
旧
市

町
で
独
自
に
行
っ
て
き
た
取
り
組

み
を
集
結
し
、
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
て
和
牛
生
産
の
進
展
と
安

定
成
長
に
寄
与
し
よ
う
と
の
目
的

で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
議
会
に
は
、
設
立
発
起
人
代

表
の
柳
田
市
長
を
は
じ
め
、
横
山

忠
長
に
か
ほ
市
長
、
両
市
の
市
議

会
関
係
者
や
農
業
協
同
組
合
、
商

工
会
、
消
費
者
の
会
の
代
表
な

ど
、
生
産
・
流
通
の
各
方
面
か
ら

委
員
と
し
て
の
参
加
を
得
て
、
協

議
会
会
長
に
柳
田
市
長
を
選
任

し
、
各
機
関
が
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
後
協
議
会
で
は
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
利
用
し
て
地
元
や
首
都
圏

で
の
Ｐ
Ｒ
を
は
じ
め
と
す
る
啓
発

活
動
を
行
い
、
秋
田
由
利
牛
取
扱

店
の
掘
り
起
こ
し
や
育
成
に
努

め
、
登
録
商
標
を
取
得
し
て
銘
柄

確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
終
了
後
は
、
秋
田
由
利

牛
を
多
方
面
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た

め
に
は
、
ま
ず
地
元
か
ら
そ
の
良

さ
を
わ
か
っ
て
も
ら
お
う
と
、
同

協
議
会
委
員
の
ほ
か
、
生
産
者
や

販
売
業
者
等
約
百
五
十
人
が
参
加

し
て
、
秋
田
由
利
牛
の
試
食
会
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

▲試食会で牛肉の食べ比べに挑戦する
　参加者

▲「連携して銘柄確立を目指しましょう」
　とあいさつを述べる柳田市長

　
国
で
は
、
近
年
の
年
金
制
度
を

取
り
巻
く
厳
し
い
財
政
状
況
等
を

踏
ま
え
、
社
会
保
険
庁
が
設
置
し

て
き
た
保
養
施
設
等
を
、
向
こ
う

五
年
間
で
売
却
す
る
方
針
を
示
し

て
い
ま
す
が
、
昭
和
五
十
三
年
に

岩
城
地
域
に
設
置
さ
れ
た
秋
田
厚

生
年
金
休
暇
セ
ン
タ
ー
も
そ
の
対

象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

既
存
の
施
設
の
機
能
存
続
を
求
め

る
地
域
住
民
ら
約
三
百
七
十
人
が

集
ま
り
二
月
十
九
日
、
存
続
を
求

め
る
市
民
大
会
が
同
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
前
川
盛
太
郎
元
旧
岩
城
町
長
を

発
起
人
と
し
て
行
わ
れ
た
同
会
で

は
、
地
域
の
婦
人
会
や
老
人
ク
ラ

ブ
の
代
表
者
な
ど
が
、
住
民
の
視

点
か
ら
セ
ン
タ
ー
の
機
能
維
持
の

必
要
性
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
柳
田
市
長
は
「
地
域
の

活
力
低
下
や
雇
用
の
場
の
喪
失
等

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
本
市
発

展
の
た
め
、
現
在
の
機
能
維
持
を

願
う
住
民
の
皆
さ
ん
の
声
が
伝
わ

る
よ
う
に
関
係
機
関
に
働
き
か
け

て
い
き
ま
す
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
寄
せ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
「
同
セ
ン
タ
ー
は
、

土
地
の
提
供
や
上
下
水
道
の
整
備

な
ど
地
元
住
民
の
大
き
な
犠
牲
と

協
力
が
あ
っ
た
う
え
で
設
置
さ
れ

た
も
の
。
以
来
今
日
に
至
る
ま

で
、
重
要
な
公
的
施
設
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
や
行
政
・

民
間
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
無

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
、

愛
さ
れ
地
元
に
密
着
し
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
の
整
理
に
当
た
っ
て

は
、
従
業
員
の
雇
用
の
確
保
と
地

域
経
済
に
配
慮
す
る
な
ど
の
地
元

の
意
見
を
尊
重
し
、
施
設
機
能
を

存
続
さ
せ
、
今
ま
で
ど
お
り
市
民

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
要

請
す
る
」
と
の
決
議
文
を
満
場
一

致
で
採
択
し
、
今
後
の
さ
ら
な
る

取
り
組
み
を
誓
い
ま
し
た
。

厚
生
年
金
休
暇
セ
ン
タ
ー
の

存
続
を
求
め
る
市
民
大
会
開
催

－秋田由利牛振興協議会設立－�

▲存続を求めて集まった地域住民ら
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　由利地域の小・中学生を対象に由利小学校体育館で２
月20日、「本物の舞台芸術体験事業」オーケストラ公演
が行われました。
　これは、児童・生徒に本物の舞台芸術に触れる機会を
提供することで、芸術を愛する心を育て、豊かな情操を
養おうと文化庁が行っている事業の一環で、当日は、山
形交響楽団のクラシック演奏のほか、児童の指揮者体
験、児童とオーケストラの合奏、オーケストラの校歌演
奏に合わせた児童の合唱などが行われ、集まった児童と
生徒は、間近で観る本物のオーケストラの魅力と迫力に
目を輝かせていました。
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

�
山
形
交
響
楽
団
の
壮
大
な
演
奏

　このほど秋田市で開催された青少年育成フォーラム in
あきたの席上、市青少年育成市民会議副会長の阿部力
（つとむ）さん（大内地域）が、青少年指導者の部で青
少年育成国民会議会長表彰を受賞しました。
　阿部さんは、教職を退職後、地域のスポーツ関係の指
導や文化振興などに幅広く活躍され、昭和 60年に青少
年育成大内町民会議事務局長に就任。以来、率先して行
動し、青少年健全育成に深い意欲と熱意を持って取り組
んできたことが評価されました。

　県内でも特に本地域で盛んなユニホックの大会が２月
19日、ジュニアから一般男子、女子、混合、合わせて37
チームが参加して本荘体育館で行われました。
　誰でも手軽にできるレクリエーションスポーツとして
幅広く親しまれているユニホックは、１チーム６人で、
プラスチック製のボールをスティックで打ち合い、相手
ゴールに入れるもの。コート狭しと駆けめぐる選手達
に、応援団も身を乗り出し、寒さを吹き飛ばす勢いで声
援を送っていました。

�
受
賞
を
喜
ぶ
阿
部
力
さ
ん

�
ボ
ー
ル
を
追
う
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の

　広域由利家畜市場（石脇）で今年最初のせりが２月９
日行われ、374頭の子牛が次々に高値で取り引きされま
した。
　同市場は、県内和牛子牛取引総数の6割を占める県内
最大の市場。一頭当たりの平均取引価格は、昨年 12月
を約1万2千円上回る約52万7千円で、米国産牛肉の輸
入禁止措置と消費者の食への安心・安全への関心の高ま
り等による枝肉相場の高騰を背景に、価格上昇が続いて
います。

�
高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
た
子
牛
初
せ
り

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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　2月11日、大内地域の総合交流ターミナル
ぽぽろっこで開催。多くの家族連れなどが体
験型ミニかまくらや、獅子舞などの小正月行
事を再現した「冬の祭事」や国盗り雪合戦な
どを楽しみました。 

　2月19日、南由利原青少年旅行村で開催。スノーモービル
体験で、子どもたちが雪原を軽快に走ったり、もちつき体験
では、自分たちでついた、つきたて熱々のもちをその場で食
べたり、楽しい休日を過ごしました。 

▲多数のミニかまくらに点灯 

▲どのチームが速いかな 

�
袋
に
入
っ
て 

　
　
ジ
ャ
ン
プ
� 

▲国盗り雪合戦� 

▼人間ばん馬レース 

　吹き飛ばす楽しいイベントを多数開催。 

　さんの見物客でにぎわいました。 

�
し
っ
か
り
つ
か
ま
っ
て
ね
！ 

▲おいしいおもちになりますように…… 



7 広報ゆりほんじょう

　ひがしゆり雪まつりツアーPart1雪ものがたり2006が2月18、19日
の両日、道の駅東由利特設会場で開催されました。 
　家族連れなどが、スノーモービル体験や、雪上もちつき体験、やしお
そばのそば打ち体験など数々のイベントを楽しみ、また、18日夕方に
は、300発の花火が打ち上げられ、ミニ雪灯籠とともに会場を幻想的な
雰囲気に包み込んでいました。 

�
一
千
個
の
ミ
ニ
雪
灯
籠
に
火
が
と
も
さ
れ
る
中 

　
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
三
百
発
の
花
火
を
打
ち
上
げ 

�
く
ま
の
プ
ー
さ
ん
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
雪
像
が
登
場 

▼やしおそばのそば打ちに挑戦 

�
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト 

　
で
爽
快
に 

▲雪上ボウリング ▲もちまきにたくさんの人が！ 

　2月11日、矢島駅前広場で開催。箱ぞりレースや雪中みかん
探し大会などで、たくさんの親子連れが雪の中をかけまわりま
した。また、交流都市・香川県丸亀市からも来市し、本場さぬき
うどん実演販売など、地元市民との交流が行われました。 

　2月11日、岩城地域の天鷺村で開催。訪れた人々は、「地
球温暖化防止」に関する県の出前講座で、環境やゴミのリサ
イクルなどの取り組みについて学んだほか、民謡ショーや、
岩城ボランティア（わっこの会）の皆さんによるウォームビズ
ファッションショーなどを楽しみました。 

２月に入り、市内各地域では冬の寒さを　

各会場はお年寄りから子どもまで、たく　

�
箱
ぞ
り
レ
ー
ス
の
様
子 

�
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー 
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左
記
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、

十
四
日
以
内
に
届
け
ま
し
ょ
う
。
保
険
証

は
一
人
に
一
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
任
意
継
続
被
保
険
者
の
制
度

　
会
社
を
辞
め
た
場
合
、
健
康
保
険
の
被

保
険
者
期
間
が
二
カ
月
以
上
あ
る
人
は
、

申
請
に
よ
り
二
年
間
は
健
康
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
喪
失
後
二
十
日

以
内
に
会
社
ま
た
は
住
所
地
の
社
会
保
険

事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
会
社
や
役
所
な
ど
を
退
職
し
て
年
金

（
厚
生
年
金
な
ど
）
を
受
給
す
る
七
十
五
歳

未
満
の
人
と
、そ
の
被
扶
養
者
は「
退
職
者

医
療
制
度
」
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
年
金
証
書
を
受
け
取
っ

た
ら
十
四
日
以
内
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象
者
　
・
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人

・
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け
な
い
人

・
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
年
金
な
ど
の
老

　
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い
る
人
で
、

　
そ
の
加
入
期
間
が
二
十
年
以
上
、
も
し

　
く
は
四
十
歳
以
降
十
年
以
上
あ
る
人

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
国
保
の
保
険
証
、年
金
証
書（
加
入
期
間

の
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
万
一
の
病
気
や
ケ
ガ
に
備
え
、
経
済
的
に
心

配
な
く
医
療
機
関
で
診
断
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
健
康
な
時
か
ら
お
金
（
保

険
税
）
を
出
し
合
う
保
険
制
度
で
す
。
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い

る
人
や
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
以
外
は
、す
べ
て
の
方
が
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
に
は
窓
口
で
の

　
手
続
き
が
必
要
で
す

本
人
確
認
に
ご
協
力
を

　
保
険
証
を
交
付
す
る
際
、

本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

運
転
免
許
証
な
ど
、
顔
写
真

つ
き
の
官
公
署
発
行
の
証
明

書
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
提

示
く
だ
さ
い
。

退
職
者
医
療
制
度

※健康保険を変更した時に、老人保健医療受給該当者、�
　福祉医療受給該当者がいる場合には、市役所に保険�
　変更の届け出をしてください。�

職場の健康保険の�
被扶養者からはずれた時�

●健康保険資格喪失証明書�
●年金証書�
　（退職者医療制度に該当す�
　　る場合）�

●健康保険証や資格取得証�
　明書�
●国保の保険証�
●国保高齢受給者証�
　（該当者がいる場合）�

職場の健康保険の�
被扶養者になった時�

　
保
険
税
は
、
皆
さ
ん
の
医
療
費
の
大

切
な
財
源
で
す
。
保
険
税
が
滞
納
さ
れ

る
と
、
国
保
の
支
え
合
い
の
し
く
み
が

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
納
付
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。�

国　保�
加入者�

医療機関�

由利�
本荘市�

国保連合会�
（審査委員会）�

国の�
補助�保険税�

保険証交付�

医療費支払い�

医療費請求�

自己負担金�
の支払い�

請求書の�
審査・報告�

診療�

国等の補助金と�
皆さんの保険税�
で支払います�

保険証は１人に１枚
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平
成
十
六
年
度
由
利
本
荘
市
国
民
健
康

保
険
と
老
人
保
健（
注
参
照
）を
合
わ
せ
た

医
療
費
は
、
約
百
七
十
八
億
四
千
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
約
二
％
、
約
四
億
円
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
の
病
気
で
複
数
の
病
院
に
か
か
る

重
複
受
診
は
、
同
じ
検
査
を
何
回
も
受
け

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
薬
を
投
与
す
る
こ
と

に
な
り
、
治
療
ど
こ
ろ
か
逆
効
果
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、そ
の
分
だ
け
医

療
費
が
か
か
り
、
自
己
負
担
だ
け
で
な
く
、

国
保
医
療
費
等
の
推
移

国
保
の
負
担
も
増
え
ま
す
。
こ
う
し
た
積

み
重
ね
が
国
保
全
体
の
医
療
費
の
増
加
を

招
き
、
結
局
は
保
険
税
の
値
上
げ
と
い
う

形
で
皆
さ
ん
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
か
か
り
つ
け
の
医
者
を
持
つ
な
ど

健
康
管
理
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
国
保
の
加
入
者
に
は
、
市
が
行
う
各
種

健
康
診
断
や
医
療
機
関
で
実
施
す
る
人
間

ド
ッ
ク
の
料
金
を
一
部
助
成
し
て
い
ま
す
。

健
康
維
持
の
た
め
に
は
健
康
診
断
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。積
極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

注老人保健……高齢者の医療費の自己負担額を一
般の方よりも軽くし、医療を受けやすくするため
の制度。対象は、75歳以上（昭和７年９月 30日
以前に生まれた人も含む）の人や一定の障害のあ
る65歳以上の人で、自己負担額は所得に応じて２
割または１割となる。

増え続ける医療費�
①医療費総額の推移�

160

100

50

14 15 16 （年度）�

36億�

14億�

114億�

164億�
175億�

117億�
（2.0％増）�

17億�
（21.9％増）�

41億�
（14.4％増）�

43億�
（3.7％増）�

19億�
（16.1％増）�

116億�
（0.4％減）�

老人保健�

国保�
（退職者等）�

国保�
（一般）�

②一人当たりの医療費の推移�

（億円）�

（万円）�

80�

60�

40�

20�

0
14 15 16 （年度）�

●�

●�

●�●�

●�
●�

●�
●�

●�

老人保健�

国保（退職者等）�

国保（一般）�

190,059円�
213,073円�

225,657円�
318,984円�

341,522円� 361,012円�

688,422円�
724,732円� 754,605円�

※億未満四捨五入。（  ）は前年度比。（①②とも市民生活課調べ）�

（6.4％増）�

178億�
（2.1％増）�

年代別疾病構成割合（上位５種）�
①国民健康保険�

②老人保健�

０～９才�
呼吸器系�
消化器系�
皮膚疾患�
感染症�
損傷、中毒�

49.32％�
14.31　�
9.74　�
6.24　�
4.57　�

20～29才�
消化器系�
呼吸器系�
眼疾患�
皮膚疾患�
精神障害�

24.78％�
14.00　�
11.29　�
9.84　�
8.73　�

30～39才�
消化器系�
精神障害�
呼吸器系�
皮膚疾患�
眼疾患�
�

23.63％�
14.17　�
13.48　�
7.31　�
6.14　�

10～19才�
呼吸器系�
消化器系�
眼疾患�
皮膚疾患�
損傷、中毒�

28.35％�
18.10　�
12.78　�
9.37　�
8.61　�

１�
２�
３�
４�
５�

40～49才�
消化器系�
精神障害�
呼吸器系�
筋骨格系�
循環器系�

24.08％�
12.84　�
10.20　�
7.51　�
7.29　�

80才以上�
循環器系�
消化器系�
筋骨格系�
眼疾患�
内分泌�

41.19％�
10.49　�
10.24　�
7.59　�
4.33　�

60～69才�
循環器系�
消化器系�
筋骨格系�
内分泌�
眼疾患�

29.81％�
17.94　�
10.16　�
9.02　�
5.92　�

70～79才�
呼吸器系�
消化器系�
筋骨格系�
眼疾患�
内分泌�

33.75％�
13.49　�
11.97　�
7.67　�
6.88　�

50～59才�
消化器系�
循環器系�
内分泌�
筋骨格系�
精神障害�

21.41％�
20.98　�
9.26　�
9.14　�
6.44　�

１�
２�
３�
４�
５�

65～69才�
循環器系�
消化器系�
内分泌�
筋骨格系�
尿路性系�
�

41.02％�
10.06　�
9.35　�
7.92　�
7.92　�

85才以上�
循環器系�
消化器系�
筋骨格系�
眼系�
内分泌�
�
�

43.33％�
11.59　�
9.61　�
7.11　�
4.40　�

75～79才�
循環器系�
筋骨格系�
消化器系�
眼系�
内分泌�

32.89％�
13.48　�
13.42　�
7.56　�
6.81　�

80～84才�
循環器系�
筋骨格系�
消化器系�
眼系�
新生物�

37.29％�
11.68　�
11.26　�
8.98　�
5.63　�

70～74才�
循環器系�
消化器系�
筋骨格系�
内分泌�
眼系�

29.21％�
14.40　�
13.46　�
8.46　�
7.14　�

１�
２�
３�
４�
５�

①②とも平成17年５月分�
診療分�
（市民生活課調べ）�
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①
一
日
か
ら
末
日
ま
で
、
一
カ
月
（
暦
月
）

　
ご
と
の
受
診
に
つ
い
て
計
算
し
ま
す
。

②
二
つ
以
上
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
場

　
合
は
、
別
々
に
計
算
し
ま
す
。

③
同
じ
医
療
機
関
で
も
、
医
科
（
内
科
、
外

　
科
な
ど
）
と
歯
科
は
別
計
算
に
な
り
ま

　
す
。
外
来
と
入
院
も
別
々
に
計
算
し
ま

　
す
。

④
入
院
時
の
食
事
代
や
保
険
が
き
か
な
い

　
差
額
ベ
ッ
ド
料
な
ど
は
、対
象
外
で
す
。

　
　
　
　
外
来
の
場
合
は
、
個
人
ご
と
に

　
　
　
計
算
し
、
表
２
内
の
「
外
来
（
個
人

ご
と
）」
の
限
度
額
を
適
用
し
ま
す
。

　
　
　
　
入
院
の
場
合
は
、
窓
口
で
の
支

　
　
　
払
い
は
、
入
院
を
含
む
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
同
じ
世
帯
に
複
数
の
外
来
と
入
院
が

あ
っ
た
場
合
は
、
表
３
の
計
算
例
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

①
月
の
一
日
か
ら
末
日
ま
で
、一
カ
月（
暦

　
月
）
ご
と
の
受
診
に
つ
い
て
計
算
し
ま

　
す
。

②
外
来
は
個
人
ご
と
に
ま
と
め
ま
す
が
、

　
入
院
を
含
む
自
己
負
担
限
度
額
は
、
世

　
帯
内
で
七
十
歳
以
上
の
人
（
老
人
保
健

　
で
医
療
を
受
け
る
人
は
除
く
）
を
合
算

　
し
ま
す
。

③
病
院
、
診
療
所
、
歯
科
の
区
別
は
な
く
、

　
調
剤
薬
局
の
自
己
負
担
額
も
合
算
し
ま

　
す
。

④
入
院
時
の
食
事
代
や
保
険
が
き
か
な
い

　
差
額
ベ
ッ
ド
料
な
ど
は
、対
象
外
で
す
。
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自
己
負
担
額
の
計
算
方
法

※一定以上所得者とは、同一世帯に一定の所得
（課税所得が145万円）以上の70歳以上の人または
老人保健対象者がいる人。ただし、70歳以上の人
と老人保健対象者の収入の合計が、２人以上の場
合は621万円未満、１人の場合は484万円未満であ
る場合、「一般」の区分となります。
※市民税非課税�とは、同一世帯の世帯主と国保
の被保険者が市民税非課税の人です。
※市民税非課税�とは、市民税非課税世帯で、世
帯員の所得が一定基準に満たない人です。

12　
自
己
負
担
額
の
計
算
方
法

70
歳
以
上
の
人
の
場
合

※上位所得者とは、国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除�
　後の総所得金額などが、670万円を超える世帯にあたります。�

市民税非�
課税世帯�

４回目からの�
自己負担限度�

上位所得者�

一　　　般�

１カ月の自己負担限度額�

72,300円�
＋�

医療費が241,000円を超えた場合は、�
超えた分の１％を加算�

139,800円�
＋�

医療費が466,000円を超えた場合は、�
超えた分の１％を加算�

35,400円�
�

40,200円�

77,700円�

24,600円�

表１�

区　　分�

（
老
人
保
健
の
対
象
者
は
除
く
）

市民税�

非課税�

��

��

外　来�
（個人ごと）�

一　　般�

一定以上�

所  得  者�

１カ月の自己負担限度額�

外来＋入院（世帯単位）�

12,000円�

40,200円�

8,000円�

40,200円�

72,300円�
＋�

医療費が361,500を超えた�
場合は、超えた分の１％を加算�

（※40,200円）�

24,600円�

15,000円�

区　　分�

※過去12カ月以内に「世帯単位の自己負担限度額」を超え�
た高額療養費の支給が４回以上あった場合、４回目からの�
限度額です。�

表２�

70
歳
未
満
の
人
の
場
合

　
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
高
額
に
な
っ

た
と
き
は
、申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
高
額
療
養
費

と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
七
十
歳
未
満
の
人
と
七
十
歳
以
上
の
人

で
は
、
自
己
負
担
限
度
額
や
計
算
方
法
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

　
国
保
の
保
険
証
、印
鑑
、医
療
費
の
領
収

書
、
世
帯
主
の
通
帳
（
郵
便
局
以
外
）

　
　
　
　
同
じ
人
が
、同
じ
月
内
に
、同
じ

　
　
　
医
療
機
関
に
か
か
り
、
支
払
っ
た

額
が
表
１
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

場
合
、そ
の
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
同
じ
世
帯
内
で
、
同
じ
月
内
に

　
　
　
二
万
一
千
円
以
上
の
自
己
負
担
額

を
二
回
以
上
支
払
っ
た
場
合
、
そ
れ
ら
を

合
算
し
て
表
１
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
同
じ
世
帯
で
、
過
去
十
二
カ
月

　
　
　
間
に
四
回
以
上
、
高
額
療
養
費
の

支
給
が
あ
っ
た
場
合
、
四
回
目
か
ら
は
表

１
の「
四
回
目
か
ら
の
自
己
負
担
限
度
額
」

を
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
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入
院
中
の
一
日
の
食
事
代
は
、
表
４
の

標
準
負
担
額
を
自
己
負
担
し
、
残
り
は
国

保
が
負
担
し
ま
す
。

　
七
十
歳
未
満
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
は
、入
院
時
に「
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
が
必
要
で
す
。
保
険
証
を
持
参
し
、
総

合
支
所
市
民
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
七
十
歳
以
上
に
な
る
と
、
医
療
機
関
で

の
自
己
負
担
割
合
や
、
自
己
負
担
が
高
額

に
な
っ
た
時
の
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
。

　
昭
和
七
年
九
月
三
十
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
は
老
人
保
健
制
度
で
医
療
を
受
け
ま

す
が
、
昭
和
七
年
十
月
一
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
は
、
七
十
五
歳
に
な
る
ま
で
国
保

で
医
療
を
受
け
、
保
険
証
と
は
別
に
自
己

負
担
割
合
（
一
割
ま
た
は
二
割
）
を
示
す

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
。医
療
機
関
に
か
か
る
時
は
、保

険
証
と
一
緒
に
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
翌
月
以
降
の

診
療
分
か
ら
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
七
十
歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
は
、
入
院
時
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。保

険
証
を
持
参
し
、
総
合
支
所
市
民
課
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

入
院
し
た
と
き
の
食
事
代

70
歳
以
上
に
な
る
と

　納期限を過ぎても、国民健康保険税
を納めないでいると、督促が行われま
す。さらに、納付相談や指導が行われて
も、なお滞納が続くと、有効期限の短い
短期被保険者証が発行されることがあ
ります。
　納期限から１年間滞納が続く場合は、
保険証を返還してもらい、代わりに資
格証明書が世帯主に交付されます。（老
人保健による医療や公費負担医療の対
象者、特別な事情がある場合は除外さ
れます）
　資格証明書は国保の被保険者である
ことを示す証明書で、保険証のように
医療機関で保険給付を受けられる受診
券にはならないため、医療費をいった
ん全額自己負担することになります。
　滞納している保険税を完納した場合
などは、保険証が交付されます。

　国民健康保険には医療機関の窓口で
支払う一部負担金の支払いを猶予、減
額、免除する制度があります。
　次の①～④のいずれかに該当し、一
部負担金の支払いがどうしても困難な
場合は、ご相談ください。
①地震、風水害、火災、その他これらに
　類する災害で死亡し、心身障害者と
　なり、または資産に重大な損害を受
　けたとき
②干ばつ、冷害、凍霜害等による農作物
　の不作、不漁、その他これらに類する
　理由で収入が減少したとき
③事業または業務の休廃止、失業等で
　収入が著しく減少したとき
④①～③に類する事由があったとき
�減免等の期間…徴収猶予は６カ月以
　内、減額・免除は３カ月以内

計算例� 70歳以上の一般世帯の場合�

まず、個人単位で「外来の限度額」を適用し、そのあとで�
「世帯単位の自己負担限度額」を適用します。�

夫�
外来　Ａ病院�
自己負担　  10,000円�
（医療費は100,000円）�
外来　Ｂ病院�
自己負担　  10,000円�
（医療費は100,000円）�

妻�
入院　Ｃ病院�
自己負担　  40,200円�
（医療費は800,000円）�

Ａ病院（外来）10,000円＋Ｂ病院（外来）10,000円＝20,000円�
▼�

12,000円（外来の個人単位の限度額）�
��

8,000円が後から支給されます。�

夫�

�

妻� Ｃ病院（入院）40,200円�
▼�

医療費の１割は80,000円ですが、�
入院時は限度額の40,200円までの支払いとなります。�

�

12,000円＋40,200円＝52,200円�
▼�

世帯単位の自己負担限度額は40,200円なので�
▼�

12,000円が後から支給されます。�
▼�

（合計で8,000円＋12,000円＝20,000円が後から支給されます。）�

世帯での負担�

表３�

区　　　分� 標準負担額�

1日780円�

1日650円�

1日500円�

1日300円�

一　　般（下記以外の人）�

70歳以上で市民税非課税�の人�

90日までの入院�

90日を超える入院�
（過去12カ月の入院日数）�

市民税非課税
世帯･70歳以
上では市民税
非課税�の人�

※市民税非課税�、�の説明は前ページ�
　表２に掲載しています。�

表４�

国民健康保険に�
　　　関する問い合わせ先�
市 市民生活課�
　　　　　医療保険班�
　　（�24－6244、6245）�
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私
が
所
属
し
て
い
る
統
計
処
理
学
講
座

で
は
、
統
計
、
数
学
、
化
学
な
ど
の
知
識
を

用
い
て
、
理
論
と
応
用
の
両
面
か
ら
の
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
講
座
の
メ
ン
バ
ー

は
漆
川
教
授
と
川
島
助
手
と
私
、
そ
し
て

大
学
院
生
二
人
、
学
部
四
年
生
六
人
で
構

成
さ
れ
、
主
に
次
の
三
つ
の
分
野
の
研
究

に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
ず
一
つ
は
確
率
や
統
計
に
関
す
る
研

究
で
す
。
こ
の
研
究
は
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

現
象
や
企
業
活
動
の
多
変
量
デ
ー
タ
に
つ

い
て
、
我
々
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も

用
い
な
が
ら
、
単
純
集
計
だ
け
で
は
わ
か

ら
な
い
そ
れ
ら
項
目
間
の
関
連
性
を
統
計

的
に
分
析
し
、
そ
の
現
象
の
背
後
に
潜
む

構
造
を
浮
き
彫
り
に
し
た
り
、
あ
る
項
目

を
他
の
要
因
か
ら
予
測
、
説
明
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
最
適
化
理
論
に
関
す
る
研
究

で
す
。簡
単
に
い
う
と
、人
や
集
団
が
あ
る

目
的
に
対
し
て
最
適
な
戦
略
を
選
ぶ
数
学

的
方
法
の
研
究
で
す
。
数
理
計
画
や
ゲ
ー

ム
理
論
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
卒
業
研
究

で
は
、証
券
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ（
分
散
投

資
）や
、施
設
の
最
適
配
置
、最
短
路
問
題
、

ま
た
ゲ
ー
ム
理
論
の
均
衡
定
理
の
研
究
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
三
つ
目
は
化
学
物
質
の
汚
染
源
解
明
手

法
に
つ
い
て
の
研
究
で
す
。
有
害
な
化
学

物
質
は
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
環
境
中
に
存

在
し
ま
す
。最
新
の
統
計
・
分
析
手
法
を
駆

使
し
て
汚
染
要
因
の
探
求
を
行
っ
て
い
ま

す
。
統
計
と
分
析
の
両
方
を
行
う
の
は
国

内
で
は
珍
し
い
こ
と
で
す
。

　
経
営
シ
ス
テ
ム
工
学
科

　
　
― 

統
計
処
理
学
講
座 

―

▲統計処理学講座の教員と学生の皆さん

木
　
村
　
　
寛    

助
教
授

募集人数・回数 研　修　名 対　　　　　象 研　修　内　容  期　　間 

秋田県の農業に関心がある 
人、または県内に就農する 
意欲が高い人 

県内の先進地農家などで農業 
・農家生活体験 10回 農業体験研修 約１週間 

農業経営以外からの新規参 
入やＵターン就農希望者で、 
研修終了後の県内就農が確 
実な人（おおむね50歳以下） 

県内の各市町村実験農場、農 
協、農業法人、先進農家にお 
ける技術・経営研修 

地域内農業 
技 術 研 修 

２年以内 ５人 

新規就農希望者、または現 
に営農者で、研修終了後の 
県内就農が確実な人 

�国際農業者交流協会の派遣 
事業の活用による、欧米の海 
外先進農場・農家での企業的 
感覚や先進技術の研修 

農 業 青 年  
海 外 研 修  

アメリカ 
（１～２年） 
ヨーロッパ 
（１年） 

２人 

実践的な農業技術や経営を 
習得する意欲が高く、研修 
終了後の県内就農が確実な 
人 

県内の農業法人、先進農家等 
における、栽培から販売にわ 
たる現場実践型の研修 

実践的農業  
経 営 研 修  

１年以内 ８人 

新規就農希望者、または現 
に営農者で、研修終了後の 
県内就農が確実な人（おお 
むね39歳未満） 

�全国農村青少年教育振興会 
の「農家留学研修事業」活用 
により、国内の先進農家等で 
の研修 

国内先進地  
農 家 研 修  

原則１年以内 ３人 

　県では、新規就農者の育成にむけて
各種研修を開催します。詳しくは、市
農業水産課農政班（�24－6353）へお
問い合わせください。 
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平
成
十
四
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
温
浴
施

設
ゆ
り
の
里
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
り
え
も

ん
」は
、こ
の
ほ
ど
利
用
者
二
十
万
人
を
突

破
し
ま
し
た
。

　
心
と
体
の
「
人
間
の
健
康
」
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
と
年
代
の
交
流
を
テ
ー
マ
に

「
木
の
効
果
」
を
ふ
ん
だ
ん
に
生
か
し
た
や

す
ら
ぎ
の
空
間
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
館
内
に
は
、
天
然
カ
ル
シ
ウ
ム
装
置
を

備
え
た
大
浴
場
、六
十
四
畳
の
大
広
間
、八

畳
の
個
室
四
室
が
あ
り
、
自
然
豊
か
な
環

境
で
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
地
元
の
食
材
が
味
わ
え
る
食
堂
や
、

秋
田
由
利
牛
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
ユ
リ
の
球

根
を
生
か
し
た
ユ
リ
根
ス
ー
プ
な
ど
の
特

産
品
を
販
売
す
る
売
店
も
あ
り
ま
す
。
寒

さ
厳
し
い
こ
の
時
期
、
ゆ
り
え
も
ん
で

ゆ
っ
た
り
と
温
ま
り
ま
し
ょ
う
。

11

　
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
の
と
っ
て

お
き
の
写
真
を
広
報
に
載
せ
て
み
ま

せ
ん
か
？
広
報
広
聴
課
で
は
、
子
ど

も
の
笑
顔
写
真
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

■
対
象
…
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も

　（
市
内
在
住
に
限
る
）

■
内
容
…
①
写
真
１
枚
②
ひ
と
こ
と

　
コ
メ
ン
ト
③
子
ど
も
の
氏
名
・
ふ

　
り
が
な
・
生
年
月
日
・
住
所
④
○

　
○
さ
ん
ち
の
○
○
部
分
⑤
連
絡
先

　
電
話
番
号

■
申
込
…
郵
送
か
メ
ー
ル
で
広
報
広

　
聴
課
へ
。
住
所
等
は
裏
表
紙
に
記

　
載
し
て
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
掲
載

　
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

　
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

大場カネミさんちの
ふう か

　佐々木楓華ちゃん（3歳・田町）

菅
原
重
樹
さ
ん
ち
の

ひ
ゅ
う
が

　
日
雅
く
ん
（
七
カ
月
・
大
沢
）
右
と

せ
い
ら

　
い
と
こ
の
齊
藤
聖
来
ち
ゃ
ん
（
四
歳
）
左

場所：前郷字御伊勢下39―2
電話：53―2651（フロコイ）
日帰り入浴料：大人（中学生以上）300円・小学生100
　　円（幼児無料）
入浴可能時間：午前8時30分～午後9時
※休館日…毎月第1・3火曜日および12月31日（祝
　　祭日にあたるときはその翌日）

� 
� 

至ル本荘地域

至ル矢島地域
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◎雇用期間…平成18年４月１日から１年間
◎選考方法…面接試験を実施の上、選考します。（期日等の詳細は募集要項に記載）
◎応募方法…ハローワーク本荘で発行する紹介状とともに、履歴書を提出してください。
　　　　　　（募集要項等は、ハローワーク本荘の紹介部門にあります）
◎受付期間…３月10日�までの午前８時30分から午後５時15分まで（土・日を除く）
※上記職種に重複しての応募はできません。

　人事院および厚生労働省では、広く一般から労働基準監督官にふさわしい人材
を募集します。
受験資格

　　１　昭和52年４月２日～昭和60年４月１日生まれの人
　　２　昭和60年４月２日以降生まれの者で次に掲げる人
　　　　�　大学を卒業した人および平成19年３月までに大学を卒業する見込み
　　　　　の人
　　　　�　人事院が�に掲げるものと同等の資格があると認める人　
第一次試験

　　実 施 日　平成18年６月11日�　午前８時45分（開始）～午後６時（終了）
　　実施場所　秋田大学　一般教育２号館（秋田市手形学園町１番１号）（予定）
申込用紙請求先

　　全国の労働局、労働基準監督署、公共職業安定所または人事院地方事務局
試験申込受付

　　４月３日�～14日�
　　　◎申込書の提出はできるだけ郵送（配達記録）にしてください。
　　　　（４月14日消印有効）
　　　◎持参する場合、受付時間は午前９時～午後５時です。
試験申込先

　　〒010－0951　秋田市山王７丁目１－３　秋田合同庁舎
　　秋田労働局総務部総務課人事係（�018－862－6681　内線423）

市の嘱託職員を募集します市の嘱託職員を募集します
募集に関しての概要をお知らせしますので、詳細はハローワーク本荘に備え付けの「募集要項」でご確認ください。

職　　　種 清掃作業員 地籍調査補助員 学校校務員 学校給食調理員

募 集 人 員 １人 １人 ２人 １人 １人

応 募 資 格

昭和26年４月２日～昭和41年４月１
日までに生まれた人で自動車運転免
許（普通免許）を有する人

昭和20年４月２
日～昭和46年４
月１日までに生
まれた人

昭和40年４月２
日～昭和56年４
月１日までに生
まれた人

昭和30年４月２
日～昭和51年４
月１日まで生ま
れた人

主な勤務内容
本荘地域の公共
施設内のごみ収
集運搬等

本荘地域の地籍
調査補助

校内外の環境整
備および外勤

校内用務（印
刷、接客等の雑
務）

小学校での給食
調理

所 属 部 署
（勤務地等）

市民環境部
生活環境課

本荘総合支所
振興課 本荘地域 本荘地域 由利地域

勤 務 時 間 等 週４日勤務（30時間） 週５日勤務（30時間）

受 付 場 所 ・
問い合わせ先

総務部職員課　�24－6216
尾崎17　市役所２階

教育委員会教育総務課　�24－6280
油小路５－１　市役所第２庁舎

【共通事項】

平成18年度労働基準監督官採用試験のお知らせ ■
由
利
本
荘
市
豪
雪
対
策
本
部
を

　
　
　
二
月
二
十
三
日
雪
害
警
戒
対
策
部
に
切
り
替
え

今
後
は
、
融
雪
に
よ
る
災
害
に
引
き
続
き
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
・
河
川
等
の
増
水

　
　
　
　
・
急
斜
面
の
雪
崩

▽
問
合
せ
…
市
総
務
課
（
�
二
四
―
三
三
二
一
）

注意
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�会期…２月28日�～３月23日�（24日間）
�日程…・本会議（開会）＝２月28日�午前10時
　　・本会議（一般質問）＝３月９日�、10日�、13日�午前10時
　　・常任委員会＝３月14日�～17日�
　　・本会議（質疑・討論・採決）＝３月23日�午前10時
※傍聴席は市役所５階です。日程は変更になる場合もあります。
�問合せ…市議会事務局（�24－6386）

平成18年第１回市議会定例会（３月）

　

�寮所在地…東京都中野区白鷺１－
　　７－10
�募集人員…男子10人程度
�寮費…一人部屋＝年間42万円、
　　二人部屋＝年間24万円
　　（ただし､光熱水費､食費は別）
�申込・問合せ…�由利学生東京寮
　　事務局（小林工業株式会社内・
　　小川義雄�22－5320）または野
　　口豊正（�22－4503）

　 市シルバー人材センター会員登録説明会

�とき…３月23日�午前10時
�ところ…本荘由利職業訓練センター
�対象…市内在住で58歳以上の人
�年会費…3,000円
�問合せ…市シルバー人材センター
　　事務局（�24－5111）
※登録の際、銀行通帳、郵便通帳等
の番号が必要です。

　 市の各種相談

　下記の相談は無料ですが、申し込
みが必要です。申し込み・問い合わ
せは市生活環境課（�24－6251）へ。
【市民相談】
�とき…３月３日、10日、17日、24
　　日、31日（毎週金曜日）午後１
　　時～５時
�ところ…市役所市民相談室
�内容…生活環境問題、消費生活問
　　題、人生相談（家庭問題等）
【人権・行政相談】
�とき…３月８日�午前10時～午後
　　３時
�ところ…市役所附属会館１号室

募集

相　談

『（財） 由利学生東京寮』
平成18年度寮生募集

講座・講演会 …
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　 秋田県理学療法士学会公開講座

　４月から一部改正される介護保険
（介護予防）についての講座です。
お気軽においでください。入場無料
�とき…３月11日�午後１時30分受
　　付、２時10分開始
�ところ…アクアパル
�内容…｢介護予防とその展望｣
　　講師　鈴木隆雄氏（東京都老人
　　総合研究所副所長）
�問合せ…学会事務局（国立あきた
　　病院内）伊藤（�73－2002）

　 由利地域・特産品開発セミナー

�とき…３月16日�午後１時30分～
　　３時30分
�ところ…ホテルアイリス
�内容…基調講話　諸井 秀樹氏（諸
　　井醸造所代表）（県内の特産品
　　開発等の現状について・由利地
　　域特産品試食会及び意見交換）
�参加費…無料　�定員…50人
�申込締切…３月９日�
�申込・問合せ…県由利地域振興局
　　地域企画課（�22－5432）

　投資信託で考えるこれからの資産
運用についての講座を行います。
�とき…３月16日�午後２時～
　　３時30分
�ところ…本荘郵便局
�講師…野村アセットマネジメント
　　株式会社
�参加費…無料
�定員…20人先着順
�申込・問合せ…事前に本荘郵便局
　　貯金保険課（�22－0300）

　 職業訓練センターパソコン講習

�とき…
　　◯３月16日�、17日�＝ワード
　　３（イラスト入り文書作成）
　　◯３月23日�、24日�＝エクセ
　　ル１（表計算初心者）
　　いずれも午前９時30分～午後４時
�ところ…本荘由利職業訓練センター
�受講料…各コースとも２日間で
　　2,000円
�申込・問合せ…本荘由利職業訓練
　　協会（�23－5502）

　 危険物取扱者試験準備講習会

○乙種第４類
�とき…３月23日�、24日�
�ところ…大曲仙北広域交流センター
�とき…３月25日�、26日�
�ところ…秋田市文化会館
○丙種
�とき…３月19日�
�ところ…秋田市文化会館
�受付期限…３月８日�まで
�試験日…４月23日�
�申込書配布…市消防本部予防課
　　（�22－4282）、本荘消防署
　　（�22－0011）、矢島消防署
　　（�55－2111）および各分署

�とき…３月８日�午後６時30分　
　　26日�午後２時
�ところ…アクアパル
�定員…25人（先着順）
�年会費…一般＝3,150円、
　　学生＝1,575円（ともに税込み）
�申込…事前に電話等でアクアパル
　　（�22－5611）

本荘郵便局
今日から始める運用講座

講習会

アクアパル・フィットネスジム
登録講習会

秋田わか杉国体マスコットスギッチ
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　市税（市・県民税、固定資産税、
軽自動車税、国民健康保険税）の口
座振替は市内の金融機関、郵便局、
市税務課、各総合支所振興課で申し
込みができます。
　申込みの際は
①通帳　②通帳印
③納付書兼納付済通知書
　　　　　　　をお持ちください。
【口座振替取扱金融機関】
市内のＪＡ秋田しんせい、秋田銀
行、北都銀行、山形銀行、山形しあ
わせ銀行、羽後信用金庫、東北労働
金庫、郵便局
○手続きをすると申込月の翌月か
ら口座振替になります。
○引落日は納期日と同じ日です。通
帳に記載されますので納付の確認を
お願いします。
○残高不足等により振替できなかっ
た場合、再振替はできません。その
場合は、納期日から一週間ほどで納
付書を郵送しますので、金融機関等
の窓口で納付してください。
○口座振替の手続きは一度行うと毎
年継続されますので、毎年更新手続
きをする必要はありません。
○軽自動車税は納期日から10日ほど
で車検用の納税証明書をお送りしま
す。
○年末調整や確定申告で国民健康保
険税の納付額を証明する書類が必要
な場合は、市税務課および各総合支
所振興課で納税証明書を交付しま
す。免許証や健康保険証等を持参の
上、申請してください。

　 ３月は「市税完納特別強調月間」

　平成17年度分の市税の納め忘れは
ありませんか？
　もう一度ご確認の上、まだ納めて
いない方は、今月中に完納されるよ
うご協力ください。
〇市税の納付・相談窓口（夜間）を
ご利用ください
　市役所税務課では、３月から５月
までの毎週木曜日（祝日を除く）の
午後５時15分から８時まで、市税の
納付・相談窓口を開設しています。
どうぞご利用ください。
�問合せ…市税務課収納班（�24－
　　6256）

内科・小児科 （午前10時～
　　　　午後４時）

日

５

12

19

医　師　名

奥　山　　　俊

加　藤　　　芳

海　法　恒　男

当番医師は変更になる場合が
あります。
�問合せ…本荘由利広域休日
応急診療所（堤脇30：旧医師
会病院�24－3917、平日は市
健康管理課�22－1834）

休日応急診療所
▽３月の診療日と予定当番医師

日

21

26

医　師　名

桑　山　明　久

酒　見　喜久雄

※成分献血は、１時間ほどの時間を要し、場所によっては予約制の所
もあります。事前にお問い合わせください。

日

１日�

場　　　所 時　　間

19日�

６日�

連　絡　先

13日�

17日�

10：00～11：30
12：00～13：00
14：30～16：00
10：00～12：00
13：30～16：00
10：00～12：00
14：20～15：20
15：30～16：30
９：30～12：00
13：00～16：30
９：30～12：00
13：00～16：30
10：00～11：30
13：00～14：00
14：30～16：00

10：00～11：00

矢島総合支所
福祉保健課
（� 55－ 4960）

本荘総合支所
福祉保健課
（� 22－ 1834）

ご協力ください　－３月献血日程－献 血

20日�

28日�

本荘総合支所
福祉保健課
（� 22－ 1834）

大内総合支所
福祉保健課
（� 65－ 2810）

西目総合支所
福祉保健課
（� 33－ 4620）14：00～15：00

ガルドドラッグ本荘店
本荘自動車学校
東北電力�本荘営業所
ＴＤＫ由利本荘�
マックスバリュ本荘中央店
矢島総合支所
ＴＤＫ由利本荘�（矢島）
矢島消防署
由利地域振興局（職員会館）
（成分献血）

ジョイフルシティ本荘店
（全血・成分献血）
大内保健センター
ＪＡ秋田しんせい大内支店
ぽぽろっこ

西目総合支所

グランドファミリー西目

■市営住宅（新築）入居者募集
　次の市営住宅の入居者を募集します。
�公営住宅
　　本荘地域　　６戸（松涛）１ＬＤＫ
　　西目地域　　３戸（浜山）３ＬＤＫ
�特定公共賃貸住宅
　　岩城地域　　１戸（田町）３ＬＤＫ
�申込期限…３月15日�
�申込・問合せ…各総合支所建設課

　 子ども予防接種週間のお知らせ

　通常の診療時間に予防接種を受け
にくい方に対して、３月１日から７
日までの土曜日､日曜日、平日の夜間
などに協力医療機関において予防接
種に関する相談や予防接種を実施い
たします。
　特に４月１日から麻しん、風しん
の接種方法が変わりますので、満１
歳を過ぎてもまだ予防接種を受けて
いない場合は、この機会にぜひ接種
してください。
�協力医療機関名等詳細についての

　問合せ…市健康管理課（�22－1834）
　　または各総合支所福祉保健課

「うっかり納め忘れなし！」
市税の納付は口座振替をご利
用ください
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■平成18年度秋田県警察官採用試験
　平成18年度秋田県警察官の採用予定者を増
員します。採用についての詳細は、秋田県警
察本部のホームページ（http://www.akita-
kenkei.net/）をご覧ください。
�問合せ…由利本荘警察署警務課（�23－4111）

　５月３日で任期満了となる石脇財産区議会議員一般選挙を４月
18日�告示、４月23日�投票、即日開票で行います。
【立候補届出説明会】
�とき…３月24日�午前10時　�ところ…市役所４階「正庁」
�問合せ…市選挙管理委員会事務局（�24－6389・6390）

　 灯油類の漏出事故防止について

　この冬の豪雪で灯油類の漏出事故
が全国的に多発しています。
　除雪や屋根の雪下ろし、落雪、融
雪等による「一般家庭用ホームタン
ク」や「事業所のオイルタンク」か
らの漏出事故は、火災発生、水質お
よび土壌環境の悪化等、住民生活に
重大な影響を及ぼします。
　油漏出事故防止のため、次の点に
注意しましょう。
○給油中はその場を離れない。
○ホームタンク等の開閉バルブの閉
め忘れに注意。
○屋根からの落雪および雪下ろしや
除雪の際には配管等に注意。
○油タンクの残油量は常に把握し、
異常の有無を確認。
※漏出事故を起こしたり、水路、河
川に油が流れているのを発見したと
きは、下記に連絡してください。
�連絡先…本荘消防署（�22－0011）、
　　矢島消防署（�55－2111）、
　　由利本荘警察署（�23－4111）､
　　市生活環境課（�24－6254）、
　　各総合支所市民課

■訂正とおわび
　２月15日号15ページに掲載した
「新春将棋大会結果」で、小学生低
学年の部２位に入賞した方のお名前
は、正しくは「武内和希」さんでし
た。訂正しておわびします。

その他

■石脇財産区議会議員一般選挙
　　　　　４月18日告示・23日投票
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　平成17年４月１日から平成18年３
月31日までに市の人間ドックに申し
込まず、個人申込で受診した人間
ドック・脳ドックの助成金の申請
は、３月31日が最終日となります。
　申請されていない方、これから人
間ドック・脳ドックを受診される方
は､領収書､印鑑､ドックの結果票､振
込先の口座番号､保険証を持参の上､
各総合支所福祉保健課に申請してく
ださい。
�問合せ…市健康管理課（�22－1834）
　　または各総合支所福祉保健課

　国土交通省秋田河川国道事務所で
は、大沢川排水機場（ポンパル）の機
能確認のため下記日程で管理運転を
行います。管理運転により、大沢川
の水位が通常より高くなります。
　また、洪水等の災害が予想される
場合は管理運転を中止します。
　皆さんのご理解とご協力をお願い
します。
�３月８日�…大沢川の水位をポン
　　プ運転が可能な水位（１ｍ程度）
　　まで上昇させます。
�３月10日�…ポンパルの管理運転
　　を行います。
�問合せ…国土交通省秋田河川国道
　　事務所（�018－864－2293）
　　同子吉川出張所（�22－6360）
※10日の管理運転当日（午後１時30
分～２時30分ころ）は、一般の方の
見学もできます。

�とき…３月12日�午前９時～正午
�ところ…アクアパル（屋内20区画･
　　１区画＝約１坪）
�内容…不用になった日用雑貨・衣
　　類・書籍等　
�出店料…無料
�申込・問合せ…３月９日�までア
　　クアパル（�22－5611）

　 秋田スギ内装材プレゼント

　県では、乾燥秋田スギ認証製品の
柱材または秋田スギの集成柱材を使
用し、かつ構造材に乾燥秋田スギを
おおむね70％以上使用して県内に住
宅を新築する施主に秋田スギ内装材
（壁面材、床材等）を一戸当たり上
限216,000円（税込）相当プレゼント
します。
�募集枠…120戸
　　一般枠（第１回40戸・第２回20
　　戸）
　　グループ募集枠60戸
�申込期間…一般枠は第１回３月22
　　日�まで　第２回７月３日�～
　　21日�まで
　　グループ募集枠は７月21日�まで
�申込・問合せ…あきた県産利用セ
　　ンター（�018－837－8095）
※申込書は由利地域振興局、市林政
課および各総合支所産業課にも準備
しています。

その他

人間ドック・脳ドックの
助成金申込

アクアパルフリーマーケット
「水辺のまち市場」

大沢川排水機場
管理運転のお知らせ
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※４月１日号掲載希望の原稿は３月15日�が締め切りです。

◎本荘図書館　�22－4900
○おはなし劇場　
�とき…３月11日�午後２時～
�場所…本荘図書館　児童閲覧室
�内容…絵本の読み聞かせ、紙しばい、パネ
　　ルシアター、つくってあそぼう
○企画展示
・これを読め！わたしが薦める本（アンケー
ト）結果発表

○３月の展示
・2005年度　貸出本ベスト10（一般）
・ピーターラビットとグレーラビット（児
　童）
◎岩城図書館　�73－3673
○お話し会「星のひとみ」
�とき…３月３日�、17日�午後３時～
�ところ…岩城図書館
○３月の展示
・作家内田康夫特集
・セカンド・ライフの基礎知識特集
・いわさきちひろえほん特集　
◎由利図書館　�53－2121
○春よ！こいこい「ひだまり集会」
�とき…３月11日�午後２時～
�場所…由利図書館　乳児室
�内容…絵本の読み聞かせ、紙しばい、伝承
　　あそび（お手玉､けん玉､あやとりなど）
○３月の展示
・平岩弓枝（小説家、劇作家）特集
・ガーデニング－花を楽しむ、飾る、育て
　る！
○３月の休館日
本荘図書館＝19日�、21日�、31日�
岩城図書館＝６日�、13日�、20日�、21日
　　　　　　�、27日�
由利図書館＝21日�

■早春のツバキ森自然観察会
�とき…３月４日�午前９時～11時30分　※西目公民館「シーガ
　　ル」前バス　午前９時発
�ところ…熊野神社境内（西目地域）
�内容…市天然記念物のツバキ森散策
�問合せ…自然に親しむ会の佐々木さん（�33－2027）
■由利本荘市老連女性部８人制バレーボール大会
�とき…３月６日�午前９時
�ところ…B＆G西目海洋センター
�参加費…１チーム2,000円
�問合せ…市老連事務局の小助川さん（�24－2911）
■荘和会　講演会
�とき…３月９日�午後２時
�ところ…介護老人保健施設「しょうわ」
�内容…演題「クライアントの視点からみえてくるもの」
　　講師：稚内北星学園大学情報メディア学部　張江洋直教授
�問合せ…介護老人保健施設「しょうわ」（�23－7100）
■「ひなた」メンバー募集
　ひきこもり等、生きづらさをかかえる若者の会「ひなた」で
は、メンバーを募集しています。
�とき…３月11日�・25日�午後１時30分～４時30分
�ところ…勤労青少年ホーム
�問合せ…三浦さん（�23－2192）
■第２回天鷺城将棋フェスタIN岩城
�とき…３月21日�午前９時～午後３時45分
�ところ・申込…３月14日�まで天鷺村（FAX74－2526）
�参加費…一般1,500円、小学生以下800円
�問合せ…日本将棋連盟本荘支部の鈴木さん（�24－2030）
■由利本荘市太極拳協会会員募集
�とき…毎週木・土曜日　午前９時30分～11時30分　　　　
�ところ…鶴舞会館
�とき…毎週月曜日　午後１時30分～３時30分
　　　　毎週木曜日　午後６時30分～８時30分
�ところ…ポンパル
�とき…毎週火曜日　午後１時30分～３時30分
　　　　　　　　　　午後７時～８時30分
�ところ…市総合体育館
�会費…1,000円
�申込・問合せ…細谷さん（�23－2630）
■第16回９人制家庭婦人バレーボール大会
�とき…４月２日�午前９時
�ところ…南内越コミュニティー体育館
�参加費…１人250円
�申込・問合せ…３月30日�まで岸田さん（�23－2203）

■親子ピアノなかよしクラブ前期会員募集
�とき…月２回　日曜日午前９時30分～11時30分
�ところ…勤労青少年ホーム
�対象…年少（４歳以上）から小学生まで
�申込・問合せ…３月15日�まで伊藤さん
　　（�23－1768）
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お　く　や　み
催し物案内

日 催　　し　　物　　名

本：本荘文化会館（美倉町）�22－3033　ア：アクアパル（北裏地）�22－5611
総体：市総合体育館（岩谷町）�62－0500
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井島甚之  氏（旧本荘市功労者・東京都西東
京市）は、２月５日午前７時16分永眠されま
した。氏は、31年間の長きにわたり本荘警察
署等に勤務され、青少年の補導育成や、市民
生活の安全確保、社会秩序の維持に尽力され
ました。昭和50年勲七等瑞宝章。昭和52年旧
本荘市民生功労者顕彰。享年94歳。
安住勝郎 氏（旧矢島町功労者・矢島町七日
町）は、２月５日午後０時５分永眠されまし
た。氏は、昭和30年から62年までの８期32年
間の長きにわたり旧矢島町議会議員を務めら
れ、昭和42年からの16年間は、議会運営委員
長として議会の円滑な運営に尽力されたほ
か、昭和54年には監査委員に就任され、豊富
な経験と卓越した識見によって町政の適切な
運営を果たし、健全財政の確立に貢献されま
した。昭和6 2年旧矢島町地方自治功労者表
彰。平成10年勲五等瑞宝章。享年83歳。

　　　　　　　　１月27日～２月５日受付分
本　間　キヨノさん（94歳）藤崎
木　内　フ　ミさん（80歳）埋田
佐　藤　明　子さん（56歳）船岡
小　松　育　子さん（60歳）北ノ股
佐々木　米　蔵さん（90歳）石脇
渡　部　ミサホさん（86歳）石脇
松　田　知　也さん（69歳）矢島町川辺
黒　木　隆　一さん（74歳）矢島町立石
嶋　田　敬之助さん（88歳）矢島町城内
佐　藤　直　造さん（85歳）矢島町城内
茂　木　トヨヱさん（90歳）矢島町坂之下
佐々木　忠　造さん（67歳）矢島町荒沢
佐　藤　鉄五郎さん（83歳）矢島町城内
三　浦　チ　ヨさん（85歳）岩城亀田大町
伊　藤　ト　キさん（75歳）岩城亀田大町
佐々木　ツ　ヤさん（89歳）岩城亀田亀田町
佐　藤　ア　イさん（89歳）山本
大久保　米太郎さん（93歳）新上条
豊　嶋　リ　ツさん（80歳）前郷
井　嶋　 　夫さん（84歳）川西
小助川　ヲ　コさん（83歳）及位
阿部　コンチタさん（46歳）羽広
伊　藤　ナ　カさん（82歳）長坂
佐々木　ナ　カさん（92歳）小栗山
今　藤　リ　ヨさん（84歳）西目町出戸
加　賀　ヤエノさん（82歳）西目町西目
　橋　三之助さん（91歳）西目町海士剥
眞　坂　長兵衛さん（66歳）鳥海町中直根
梶　原　松　大さん（58歳）鳥海町猿倉

■ 天鷺郷「ひなまつり」
　江戸時代から続く亀田城下の

ひな

旧家が所有する雛人形など、岩
城地域に残るお雛様の数々を展
示中です。ぜひご覧ください。
�とき…４月15日�まで午前９
　　時～午後５時
�ところ…亀田城佐藤八十八美術館
�入館料…一般510円・小中学生300円（団体20人以上割引あり）
�問合せ…亀田城佐藤八十八美術館（�74－2500）
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桃嶺会刻字展　　　　　　　　　　　　（～６日　本）
ヤマハ音楽教室リトルコンサート（13：30～16：00　本）
夫婦バレーボール大会　　　　　　（８：00～　総体）
アクアパルフィットネスジム登録講習会
＜登録料有＞　　　　　　　　（18：30～20：00　ア）
市総合体育館一般開放日（無料）　（９：00～21：00）
秋田県理学療法士学会公開講座（14：10～15：40　ア）
由利本荘市社会人フットサル大会　　　　　　（総体）
第15回民謡民舞フェスティバル（10：30～15：30　本）
アクアパルフリーマーケット「水辺のまち市場」 （９：00～12：00　ア）
Doスポーツフットサル大会　　　　（８：30～　総体）

危険ゴミ：ガス、スプレー缶
ごみ収集車の火災事故が頻発。ガス抜きをしてください。
　　　　　　　　　■問合せ…生活環境課（�24－6253）

■2006鳥海高原矢島スキー場スノーフェスティバル
�とき…３月12日�午前10時
�ところ…鳥海高原矢島スキー場
�内容…クロスウェーブ大会（３人同時にスタートし、一番先に
　　ゴールした選手が勝ち抜け）、さぬきうどん早食い大会、親
　　子orペアソリ大会、雪上ゴーカートタイムレース、お楽しみ
　　雪だまピタリゲーム、スノーキッズパーク、みそたんぽ・さ
　　ぬきうどん売店
�申込・問合せ…矢島総合支所産業課（�55－4953）・矢島スキ
　　ー場リフト券売り場（�56－2182）

プラムブランデー「Amasagi-Roman」新発売
�天鷺ワインでは、オーク樽を用いた本格派プラ
ムブランデー「Amasagi―Roman」を、３月３日
�に発売します。樽で熟成することで、プラムが
持つまろやかな香りと深い味わいを出すことに成
功しました。ぜひお試しください。300mlで2,000
円。販売のお問い合わせは(有) 天鷺ワイン（�74
－2100）へどうぞ。
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　子吉川に春を告げる風物詩として知られるコイの追い
込み漁が２月13日、子吉地区漁族保護組合（熊田政雄組
合長）の組合員20人が川舟など４隻を繰り出し、二十六
木橋付近で行われました。�
　この日は、時折みぞれが降るあいにくの天候でした
が、組合員たちは、寒さで動きの鈍いコイを、竹ざおで
川底を突いたり川面をたたいて驚かせ、下流に張った網
に追い込む昔ながらの漁法で、コイをはじめフナ、ソウ
ギョ、ウグイやニゴイなど約22kgを水揚げしました。�
�
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